
 

 

 

 

 

 

 

子どもの力を信じて 

                   副校長  四海 満 

 

乾燥した日が続いております。インフルエンザ

も勢いを増している傾向にあります。健康にはく

れぐれも気をつけてお過ごしください。 

 先日、最近は、自分に自信をもてない子どもた

ちが増えているということを耳にしました。つま

り自己肯定感が低い子どもたちです。その要因の

一つには、子どもの頃にあまり褒められたり認め

られたりすることがなかったこと、過保護になり

すぎて、自分で選択する機会が与えられてこなか

ったことなどがあるそうです。 

ある本に子どもと向き合う時の大切なこととし

て、「どんなに小さい子どもであろうと子どもと思

ってはいけません。子どもの中にもかけがえのな

い一個の人格がきちんとあるということを忘れて

はいけません。『成長させる』『伸ばす』というよ

り『一緒に成長し』『一緒に伸びる』ことが大切な

のではないでしょうか。どんな子にもその子にし

かないものがある。誰でも何かの『才能の芽』を

もっている。その芽を伸ばすための最高の養分は、

『信じてあげること』ではないでしょうか。」とあ

りました。 

 また、ある本には言葉がもつ力について、次の

ように書いてありました。「言葉には魂がある。親

が本音の情から発する言葉をかけて、親子の心の

絆をしっかりと結んでいる子は、自分が親に『大

切に思われている』『愛されている』と信じること

ができ、人生に挫折するようなことがあっても、

やり直しのできる心の復元力をもっているものだ。

言葉には、心をプラスにする力もマイナスにする

働きも備わっている。だからこそ、子どもが前向 

 

きに伸びやかになる『プラスの言葉』をかけてい 

こう。」というものです。 

「○○しなさい！○○しちゃダメ！」というよ

うなことばかり言っていると、子どもは叱られた

理由よりも「どうせ自分のことなんか信じちゃい

ない。」「いつも怒ってばっかり。」というような気

持ちの方が強く残ってしまいます。それよりは、

まず子どもの話を聞いて、どうしてほしいかをス

トレートに真心で話すようにすると子どもは素直

に受け入れていくようになるそうです。 

あるバスケットボールチームのコーチの話では、

失敗した選手に「おまえはダメだ。」と叱っても伸

びないそうです。それよりは「今パスをするべき

ところなのにドリブルをやった。」と具体的に言え

ば、次はがんばろうとやる気を出すそうです。 

先日全豪オープンテニス優勝という日本人で初

の偉業を成し遂げた大坂なおみさんは、試合に負

けてもいつもポジティブに捉えて努力をし続けて

きました。また相手選手へのリスペクトをいつも

心にもっているということでも有名です。それら

の土台になったのは、大坂選手の両親がいつも「勝

ち負けを気にすることはない。」と言い続けてくれ

たこと、楽しむことが何よりも大事なことである

ことを教えてくれたことだと言います。 

 私たち大人の子どもに対する姿勢、言葉かけな

どは子どもにとって重大な教育環境です。杉十小

では、全教職員が力を合わせ、保護者・地域の皆

様とともに子どもたちの可能性を伸ばし、自己肯

定感を高め、子どもが輝く学校づくりを推進して

いきます。 
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委員会活動の紹介 
杉十小の5・6年生の児童は半年ごとに、いずれかの委員会に所属し、学校生活の充実と向上を図り、

積極的に活動しています。烏骨鶏委員会には、4 年生全員が所属して 1 年間活動します。委員会活動

を通じてみんなでよりよい学校生活にしようと頑張っています。 
 

校内美化委員会   委員長  

生活目標や週目標の貼り替えをしたり、リ

サイクルボックスの紙を分別したりしていま

す。学校がきれいになるよう、日々、努力し

ています。 

運動委員会      委員長  

 体育倉庫を使いやすくするために、毎朝欠

かさず掃除をしています。短縄月間と持久走

月間では、みんなが楽しく取り組めるように

話し合いをしています。みんなが運動を好き

になれるよう、活動しています。 

 

 
烏骨鶏委員会     委員長  

ウコッケイが安全で気持ちよく暮らせるよ

うに話し合ったり、飼育当番で困っているこ

となどを解決したりしています。次の 4 年生

にもがんばってもらいたいです。 

学校安全隊     委員長  

 走っている人に注意したり、校内の安全に

関するポスターを作ったりしています。学校

の児童全員が安全に過ごせるように責任をも

って活動しています。 

 

      

        

 

健康委員会     委員長  

 水飲み場などの水質検査や、給食前に手洗

いの呼びかけ、各学年のハンドソープの補充

などを行っています。学校のみなさんが健康

でいられるように活動しています。         

 

図書委員会      委員長  

 みんなが楽しく読書ができるようにするた

めに活動しています。本の貸し出し、返却の

手続き、本の紹介、読書月間のイベント企画

が主な仕事です。どんな活動ができるか積極

的に考えを出し合っています。 

 

放送委員会     委員長  

 給食の時間に、毎日欠かさずに放送をして

います。みなさんの生活のリズムをくずさな

いように一人一人が放送の時間を守り、責任

をもって活動しています。 

飼育・栽培委員会 委員長  

ウーパールーパーや金魚、メダカなどの生

き物の世話をしたり、植物を育てたりしてい

ます。毎日忘れずに大切に世話をしています。 

５、６年生がみんなで声をかけ合って、仲

良く楽しく活動しています。 

 代表委員会     委員長  

 あいさつ運動や赤十字募金などに取り組ん

でいます。学校をより良くするだけではなく、

あいさつ運動では高南中と協力し、地域をよ

り良くすることも目標にしました。やりがい

をもって活動しています。 

集会委員会     委員長  

 集会委員会では、毎週の各委員会集会の司

会や、お楽しみ集会の企画などの活動を行っ

ています。みんなが楽しめる集会を作ること

を目標にしています。みんなで明るく楽しく

活動しています。 

 



  

 

 

1 年間、長期休みも責任をもってウコッケイのお世話をして命を守り続けた 4 年生の振り返りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は初め、「ウコッケイこわい！」といってあ
まりそうじをできませんでした。でも 2 学期に
なって、くり返しお世話をしていくうちに、自
然と怖いと思わなくなりました。「命を守るため
にがんばろう」と、セッセセッセとそうじをし
ました。次の４年生にも同じように頑張ってほ
しいです。            

 私は、ウコッケイの世話をしてきて、子どもが

生まれたのが一番のおどろきでした。どんどん成

長して、えさの量を考えながら世話をしてきまし

た。最初は、すごくこわくてあまり上手に世話を

できなかったけれど、今は上手になり、小屋をき

れいにできるようになりました。   

４年生 「蚕糸の森研究所」    ウメ・クワ研究室 

４年担任  

杉十フレンズ本部長でもあり、長く地域に暮らす河野 庄次郎さんのお話を聞くことから「ウメ・

クワ研究室」がスタートしました。「梅里」という地名の由来、この地域の昔の様子、学校の移転

により元の場所の地域の人たちは学校がなくなってとても寂しかったこと、杉十小の子どもたちの

ことをとても気にかけていることなど、地域の方々の思いを知りました。子どもたちは地域の方の

期待に応えようとモチベーションが高まり、梅干しづくりに一生懸命取り組みました。その過程で、

梅里１丁目町会・保護者の方々にたくさんご協力いただきました。子どもたちが思いを実現させて

いくには、学校だけでは難しく、この恵まれた環境に感謝しております。ありがとうございました。 

2 月 23 日（土）の梅里まつり、3 月 31 日（日）の蚕糸の森まつりでは、梅干しの販売をする予

定です。また、3 月 9 日（土）の学校公開では、蚕糸の森ワークショップを開催し、今年度の取り

組みについて発表をします。是非、ご参観いただきご感想等お聞かせいただけると幸いです。 

 

 

   

一人一人の特性に応じるために 
 

特別支援教育コーディネーター   

 

  学校では、いろいろな子どもたちが一つの教室で学んでいます。理解がはやく次から次へと課題をこな

したい子、ゆっくり丁寧に取り組む子、新しいことが苦手な子、一つのことをとても詳しく知っている子、

など一人一人理解力や学習への取り組み方が違います。その中で、すべての子どもたちが学習内容を理解

できるように、教員は授業の仕方や声掛けを工夫しています。一人一人の特性に対応できるように、日々、

児童理解に努めています。そして、学校生活で必要と思われる個別の支援について資料を作成し、教員間

で共通理解し、一貫性のある支援を行えるようにしています。保護者の方とも、お子さまに必要な支援に

ついて共通理解を図り、一層充実した支援を行いたいと考えています。お子さんのことで気になることや

ご心配等ありましたら、いつでも担任、特別支援コーディネーターやスクールカウンセラーにご相談くだ

さい。保護者の方と面談等をしながら共に資料（学校生活支援シート）の作成を行い、適切な支援に役立

てていきたいと思います。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月行事予定

日 曜 学校行事 ク委児   学年授業時数 ことば・ＰＴＡ

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 金 安全指導日　区連合作品展見学（３）　かがやき 安全指導 5 5 5 6 6 6
2 土 区連合作品展

3 日 区連合作品展

4 月 児童朝会　委員会⑩ 5 5 5 5 6 6
5 火 朝学習 5 5 6 6 6 6
6 水 学校保健委員会　SC 児童集会 5 5 5 5 5 5
7 木 　　 朝学習 5 6 6 6 6 6
8 金 朝学習 5 5 5 6 6 6
9 土 土曜授業　杉十においで！１４：００～ 朝学習 3 3 3 3 3 3
10 日

11 月 建国記念の日

12 火 社会科見学(4) 朝学習 5 5 6 6 6 6
13 水 午前授業　国際理解授業（６）　ＳＣ 児童集会 4 4 4 4 4 4 ことばグループ指導Ａ

14 木 朝読書 5 6 6 6 6 6
15 金 バイキング給食（３）　かがやき 朝学習 5 5 5 6 6 6
16 土

17 日

18 月 クラブ見学(3) 児童朝会　クラブ⑨ 5 5 6 6 6 6
19 火 １，２年生午前授業　　新一年生保護者会 朝学習 4 4 6 6 6 6
20 水 昔遊び発表会（１）　第10回学校運営協議会　ＳＣ 児童集会 5 5 5 5 5 5

21 木
お話パラシュート＆ロケット　ふれあい給食会（２）
ＳＳＴ

読み聞かせ・委員会⑪ 5 5 5 5 6 6

22 金 バイキング給食（４） 朝学習 5 5 5 5 5 5
23 土

24 日

25 月 クラブ見学(3) 児童朝会　クラブ⑩ 5 5 6 6 6 6
26 火 さよならたてわり給食準備 朝学習 5 5 6 6 6 6
27 水 校内研究　ＳＣ 児童集会 4 4 4 4 4 4 ことばグループ指導Ｂ

28 木 6年生を送る会　郷土博物館出前授業（３） 朝読書 5 6 6 6 6 6

※今月は予告なしの避難訓練があります。

SC…スクールカウンセラー　SST…ソーシャルスキルトレーニング

２月の生活目標   

月目標  寒さに負けずにがんばろう 

 

インフルエンザ等の感染症にかかる児童が増えてきました。一日一日が 

大切なこの時期、感染の拡大を何としても食い止めねばなりません。そのためには、 

予防が肝心です。 

手洗い・うがいをしっかりすること、外遊びで身体を鍛えること、バランスよく栄養をとること、

早く寝ることを行いましょう。毎日続けることが重要です。学校でも指導しますが、ご家庭でも折

りに触れてお話ししていただけると効果が上がりますので、よろしくお願いいたします。 


